その 力 モシ 力 号の 艇の 内部 をの ぞいて みょう。 

(テレビジョン じかけ で、 艇の もよう は、 たえず 地上 

へ 向けて 放送され ている)。 

艇 のまる い 頭部の 中に、 二つな らんだ 操縦席が ある。 

右の 席に はポコ ちゃんが、 左の 席に は 千 ちゃんが 腰 を 

ふかく うずめて いる。 

こうて つせ い 

操縦席と 計器 盤と 自動 式 操縦 ボタンと が、 鋼鉄 製の 

大きな かごの ような ものの 中に とりつけられ ている。 

その かご は、 外側に 二 本の 軸が とびだし、 それが かご 

を とりまく 大きい じょうぶな 輪の 軸受け あな へ はいつ 

ている。 その 輪に は、 おなじような 二 本の 軸が とびだ 



でい る。 

高度 は、 今し がた 七 千メ— トル を 高度計の めもりが 

しめした。 

下界 は、 はばのひろい 濃い みどり 色の もうせん をし 

いたよう に 見え、 そのもう せんの 両側に ガラスの よう 

な 色 を 見せて いるの は 海に ちがいない。 まるで 白い 綿 

をち ぎった ような 小さな 雲の きれが、 艇と 下界の あい 

だに 浮いて、 じっと、 うごかな いように 見える。 

「千ち やん、 たいくつ だね。 下界の ラジオで も かけよ 

うか」 

「うん。 どこか 軽： K な 音楽 を や つ ている 局 をつ かまえ 



しご をの ぼつ て 操縦席へ もど つ てきた。 このうえ は、 

いい 気持の ポコ ちゃん をね むりから さまして、 二人し 

て 故障 箇所 を 早く さがそうと 考え、 となりの 席で、 て 

いねいに、 おじぎ をした ような かっこうで いねむ つて 

いる ポコ ちゃんの 肩へ 手 を かけよう としたと き、 故障 

の 原因が たちまち は つ きりわか つ てし ま つ た。 

「な あんだ。 ポコ ちゃんが、 自分の おでこで、 テレビ 

さゆうし 

ジョンの ボタン • スィッチ をお して * テレビ 休止" に 

している じ やない か。 困った 坊や だ。 おい ポコ ちゃん、 

ポコ ちゃん。 そうして いちや こまる じ やない か」 

と、 千ち やん はポコ ちゃんの 肩 を もって、 自動 式 操 



縦 ボタンの パネル (盤) から ひきはなした。 しかし ポ 

コ ちゃん は、 まだ 目が さめないで、 座席に 深く おちこ 

ん だよう なかつ こうで、 むにゃむにゃ、 ぐうぐう ぐう。 

千ち やん は あきれながら "テレビ 動作， の ボタン を 

おす。 すると テレビジョン はすぐ さま 働き だした。 

「ああ、 もしもし 力 モシ 力 号。 そっちから 送って いる 

テレビ ジ ョ ンが 受かる ようになりました。 ありがとう、 

ありがとう」 

下界の 放送局の こえで ある。 

「いや、 どういたしまして。 ぼくの 顔が 見えて います 



なに かしゃべ れつて さ」 

と、 肩 を ゆすぶって 起しに かかる。 

「 …… うん、 むにゃむにゃむ にや …… 。 もうお ィモは 

たくさん だよ。 ナンキン マメ がいい。 あ、 その ナン キ 

ン マメ、 まって くれ。 むにゃむにゃ …… 」 

と、 ポコ ちゃん は、 ねごとをいう。 

「はは はは、 これ は ゆかいだ」 

と、 放送局の アナ ゥンサ —は 笑って、 

「では、 もう 時間が きました から、 このへんで さよな 

らします。 次の 連絡 時間 は 十 時 かっきり という ことに 

ねがいます。 ェヌ -ェ イチ. ケ—」 



昼間で も 成層圏の 中 は 暗い。 ことに 高度 二 万 三千 メ— 

こく かいしょく 

トル 以上と なれば 空 は 黒 灰色 にみ える ので ある …… 

と、 〃宇宙 地理学， の 教科書に 書いて あつたが、 ははん、 

なるほど だ …… 」 

ねぼけて いたと はいえ、 もう 夜中 だ、 などとば かな 

こと をい つた もの だ。 千ち やん は それに 気がつい たか 

な あ と、 ポコ ちゃん は、 タヌキ の やぶにらみ とい 

う、 みょうな 目つ きをして、 となりの 席の 千 ちゃんの 

方 をう かがった。 すると 千ち やん はまつ すぐ 顔 をポコ 

ちゃんの 方へ 向けて にゃにゃ 笑って いた。 

「あま まま I 



ポコ ちゃん は艇 外へ 目をやった。 

すみ 

外 は 墨 を ぼかした ような ま つ くらな 空。 銀河が 美し 

ヽ o 

と、 とつぜん、 上の 方から すぐ 目の前にお りてきた 

大きな 赤い 火の玉！ 

みるみる うちに その 火の玉 は、 まぶしい ばかりに も 

え あがって 下界の 方へ。 

ガガガ ンの音 は そのと き 起った。 

「何だろう ね、 今の は …… 」 

ポコ ちゃん は、 青くな つて さけんだ。 

「いん 石が もえながら 飛んで いるんだ」 



「まったく こわかった。 下界から 空 を 見上げた ところ 

では、 流星なん か 大した ものに 見えない けれど、 今み 

たいに すぐそば を 通られる と、 急行列車が 五六 本、 一 

度に こちらへ とんで くるよう な 気がして、 ひやつ とし 

たよ」 

そういつ ている 山ノ 井の ひたいから、 汗の つぶが ぼ 

た ぼた と 流れお ちた。 

原子力 エンジン は、 この 宇宙 艇で 地球から 月の 世界 

をら くにおう ふくさせ て くれる。 それが わかって いた 

から、 二 少年 は 力 モシ 力 号に 乗って 地上 を とびだした 

わけで ある。 しかし それ はかる はずみで あつたと、 41/ 



r ォ ー ロラ？ はは あ、 なるほど ォ— ロラ だ」 

川上 は、 本に 出て いた 三色版 写真の ォ— ロラを 思い 

だした。 

「あそこが ちょうど 北極の ま 上に あた るんだ。 地上 か 

らの 高度 はいくら だ つ たかな」 

山ノ 井が、 れいの 増刊の ぺ ー ジを ぺらぺら とくって、 

ォ ー ロラの 説明の 出て いると ころ を だした。 

「書いて ある。 —— 弧状 ォ— ロラは 高度 百 二十 キロな 

まく じょ う 

いし 百 八十 キロの 空間に 発生す る。 また 幕状ォ ー 口 

ラは、 さらに 高き 場所に 発生し、 その 高度 は 三百 キロ 

ないし 四百 キロで ある — とさ」 



きみつしつ 

艇は 気密室に なって いた。 気密室と は、 空気が もれ 

ない 部屋の- J と をい うの だ。 もし こ の 気密が わるくな 

り、 艇 内の 空気が 外へ もれ はじめる と、 二 少年 は 呼吸 

がで きなくて 死んで しまわなければ ならない。 だから 

ねんい 

艇が 気密に な つ ている かどう か を、 念入りに しらべ る 

必要が あった。 

いよいよ 地球から 遠く はなれて 月に 近くな つた 結果、 

へ かる 

重力が うんと 減った。 するとから だは 軽くなる し、 鉛 

筆な ど を ほおり あげても、 いつまでも 上で ふわ ふわし 

ていて、 なかなか 下へ おちて こない という わけで、 ま 

るで 魔術師に なった ようで おもしろい。 



がへ つた」 

ポコ ちゃん は 目が さめる と、 おなかが すいた とさわ 

ぎだす くせが あった。 山ノ 井の 千ち やん は、 あきれて 

しまって、 とちゅうから もうだ まっている ことにして 

あんし 

しきりに 暗視 テレビ ジ ョ ン のちよう し を かえながら 艇 

外へ するど い 注意力 を あつめて いる。 

ああ、 宇宙の 墓場。 

じゅうりょく へ いこう けん 

そこ は 重力 平衡 圏と いうの が、 ほんとうであろう _ 

つまり 地球からの 引力と 月からの 引力が ちょうど つり 

あっていて、 引力が まったくな いように 感ぜられる 場 

所な の だ。 そこ は、 もちろん 地球と 月の 中間に ある。 



を 「ぜひ、 これ を 読め」 というよ うに、 こっちへ 見せ 

ている の だ。 

山 ノ井も 川上 も 艇長 服 を 着た がいこつに は、 びつ く 

りして 顔色 を かえた が、 わけの ありそうな がいこつ 艇 

長の ようすに、 こわい の をが まんして、 紙 きれに 書い 

て ある 文句 を ひろ つ て 読んだ。 

それ は、 つぎの ような 文章であった。 

—— ここ は 宇宙の 墓場 だ。 けっして 乗物の エンジン 

をと めるな。 エンジンが 動かなくなる とわが 新コロ 

ン ブス 号と 同じ 運命に なろう。 それからもう 一 つ、 

時々 ここ をつ きぬける、 すい 星が あるから 注意せ よ _ 



のこと だ。 じっさい ぼくたちが、 その 重力 平衡 圏へ 出 

てみ たら、 いったい どうな るんだろう ねえ」 

「さあ、 それ は …… それ は ぼくたちのから だは、 ふわ 

りと ちゅうに 浮いた ままで、 下に 落ち もせず、 横に 流 

され もせず、 からだ は 鳥の ように 軽く 感ずる の だと 思 

うよ」 

「へえつ、 ふわりと ちゅうに 浮いた ままで、 下に 落ち 

もせず、 横に 流され もせず、 鳥の ように 身が 軽くなる 

ん だって。 それ は ゆかいだ な。 千ち やん、 ちょっと、 

それ を やつ てみ ようじ やない か」 

「やって みるって、 どうす るの I 



「い やだねえ、 きみが わるい ね」 

「窓 を あけて、 よく 外 を 見て みょう や」 

山ノ 井が うつかり 窓 を あけた。 と、 思いがけない 大 

爆発が、 二 少年のう しろに 起った。 なぜ そんな 大 爆発 

が 起った のか、 考える ひま もない。 二 少年 は 気 をう し 

な つ てし まった。 

それから どのくらい たった か、 ポコ ちゃんの 川上 少 

年 は、 ふと われに かえった。 

(痛い、 ああ 痛い！) 

はげしい 痛みが、 少年 を なぐりつける。 と、 かれの 

記憶が よみがえり はじめた。 



(あつ、 どうしたろう、 力 モシ 力 号 は、 爆発した よう 

だった が …… ) 

そのうちに、 かれはい ま 自分が 横にな つて 寝て いる 

のに 気がついて、 びっくりした。 

「おや、 なぜ ぼく は 寝て いるんだろう …… 。 おうい 千 

ちゃん、 どこに いるんだ い」 

とさけ びながら、 目 を あけよう としたが、 あまりに 

まぶしくて 目が あき きれな か つ た。 

「しずかに …… 。 しずかに …… 寝て いなさい。 動いて 

は いけません」 

みょうに ぼやけた 声が、 川上の 耳に はいった。 だれ 



かが、 かれの からだ をお さえつけ るの を ふりきって 上 

半身 を 起した。 そのと きかれ は 目 を あけた。 —— その 

とき かれの 見た 異様な 光景 こそ、 一生 忘れられな いも 

のとな つた。 

「ああつ 」 

「もしもし、 あなた。 こうふんして は、 いけません」 

「はなして ください。 ぼくに さわらないで ください I 

I。 ぼく は 夢を見て いるの かしら」 

「しずかに 寝て いなさい。 あなた は、 からだ を こわし 

ている の だ。 しかし 心配ありません。 われわれが じゅ 

うぶん に 手当して いますから」 



ら その 怪物 は 何者であろう か。 

「気 を しずめなさい。 起きて はよ くない」 

その 怪物 は、 ポコ ちゃんの からだ をお さえつけ る。 

そのと きであった。 ポコ ちゃ んは 新し い おどろき にぶ 

つかって、 まっさお になった。 それ は、 かれの からだ 

をお さえつけ る 怪物の 腕が 実に 三本 も ある こと を、 こ 

のとき にな つ て 発見した からで ある。 

三本 腕の 怪物 —— 人間で はない！ 

「き、 きみ は 何者です か。 に、 人間じゃありません ね」 

ポコ ちゃん はも つれる 舌 をむ りに 動かして たずねた 

さて 三本 腕の S 物 は 何と 答える であろう か。 



ふしぎな 国 

ポコ ちゃん は、 まっさおな 顔で、 歯の根 をが たがた 

いわせて、 日ごろの ちゃめ^も どこへ やら、 おびえき つ 

ている が、 あいての 怪物 は、 さくら 色の いい 血色で、 

赤ん ぼうの ように 明かる い 笑顔 を 見せて、 しずかに ポ 

コ ちゃんの からだから 手 を はなした。 

「ぼくの こと を、 きいて いるんで すね」 



味です。 わかります か」 

「さっぱり わかりません ね。 ジ ヤン ガラ 星なん て 遊星 

が ある ことなん か 聞いた こと もありません。 もちろん 

宇宙旅行の 案内書に も、 そんな 名 は 出て いなかった。 

きみ はでたら め をい つ てるん じ やないで しょうね」 

「でたらめな もんです か。 そのし ようこに、 きみ は、 

げんに こうして わが ジ ヤン ガラ 星の 上で 呼吸 をし、 

ジ ヤン ガラ 星の 人間で. ある わたくしと 話 をして いる 

これで わかる でしよう」 

「いや、 なかなか わかりません」 

「じゃあ、 きみに わからせる ために は、 どういう こと 



ン， カラ 星と かいう 遊星の 上に いる こと はほんと うらし 

ヽ o 
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しかし ジ ヤン ガラ 星なん て、 全く 耳に した ことが な 

い。 もし そんな ものが あるなら 地球上の 天体望遠鏡に 

見える はず だ。 第一、 わが 太陽系の 諸 遊星のう ちで、 

空気の あるの は 地球と 火星 だけ だとい われて いるで は 

ないか。 その他の 星に は 空気が なく、 こうして 安楽に 

空気 を 呼吸して いられな いはず である。 まことに ふし 

ぎと いわなければ ならない。 

「ああ わかった。 いつのまにか 地球へ まいもど つたん 

だ。 そして ぼくらの 友 だち が、 ぼく をお どかそうと 



あの 林の 間 を 通りぬ け、 カロ チ 教授が どうな つた か、 

たずねて みょう」 

このき みょうな 国に とびこんで、 きみの 悪い つ たら 

ない が、 カロ チ 教授 はふし ぎに 日本語が 通ず るので、 

どのくらい 心強い かしれ ない。 そのく らい 頼みに 思う 

教授が、 糸の 切れた たこの ように すっとんで しまって、 

いつまで たっても 姿 を あらわさな いので あるから、 気 

になって、 しかたがない。 

ポコ ちゃん は、 じゅうぶんに 気をつけて 起き あがつ 

た。 さっき はどうして 滑った のか わからな いが、 こん 

ど は 滑らない ようにと 用心 をして、 ゆかの 上 を 一 ay ふ 



そして つ いでに 書き そえて おくが、 この ジ ヤン ガラ 

星 はビ— 玉の ように 球形で はなく、 乾燥した グリ— 

ン-ピー スの、 おされて すこし いびつに なって いる そ 

れ によく 似て いた。 そのこと がジ ヤン ガラ 星の 宇宙 運 

きどう 

航の 軌道 を、 いっそう、 きみょうな ものにして いるの 

だった。 

そのこと について、 もっとく わしく 説明す ると 

いや、 説明 は 中止 だ。 なぜと いって、 今 空から 一人の 

ふりょく 

人間が、 浮力 を 失った ゴム 風船み たいに、 ふわ リ ふわ 

りと 下りて 来る ではない か。 しかも それ はポコ ちゃん 

がえん こして いるすぐ 前に 下りて きそうな の だ。 



それ はジ ヤン ガラ星 人の カロ チ 教授であった ではない 

ゝ o 

力 

「川上 君。 くしゃみ を するとき は、 こっち を 向いて や 

ら ないで 下さい。 わし はもう 呼吸が とまる かと 思った _ 

すごい くしゃみ を 君 はす るんだ ね」 

カロ チ 教授 は、 三本の 手で しっかりと ポコ ちゃんの 

腕 をつ かみながら、 うらめしそう にいった。 

聞いて いる ポコ ちゃん は、 顔が あつくな つた。 

「あなた を、 くしゃみで ふきとばす つもりはなかった 

ん です。 悪く 思わないで 下さい。 あなたのから だは 軽 

いんです ね」 



いやに 重い からだ を も つ ている のと 同じ こと さ」 

カロ チ 教授 は、 大きな 目玉 をぐ りぐ りさせ ていった _ 

「なるほど ねえ」 ポコ ちゃん はうな ずく。 

「しかし ぼく は、 さっきから 歩こうと して 滑つ てば か 

りい るんで す。 どうした わけでしょう」 

「そり や 君が、 あまり 足に 力を入れて 歩く からさ。 君 

はもつ と 歩き 方 を 練習し なくて はならない。 でない と 

おもしろいところへ 案内で きないから ねえ」 

「なるほど」 

ポコ ちゃん は 同じ ことば をく りかえ して、 カロ チ教 

授 にうな ずいて みせた。 



識が 進んで いるので すね」 

そうで もなかろ うが、 カロ チ 教授が どう 答える かと 

思い、 そう 聞いて みた。 

「そのと おりだ」 教授 は、 はっきり 答えた。 

「その 証拠と して は、 たとえば わし は 君た ち 日本人 種 

の 使って いる 日本語が よく わかる し、 また ちゃんと 日 

本 語で 君と 話 をして いる。 しかし 君はジ ヤン ガラ星 語 

ほ. R 

は 知らない。 わし は 日本語の 外、 アメリカ 語で もフラ 

ンス 語で も 何でもよ く 話せる。 わし だけで はない。 わ 

がジ ヤン ガラ星 人なら、 みなそう なんだ。 われわれ は 

地球人の 知能の あまりに も 低い のに 深く 同情す る」 



どろき の 声 を あげてし ま つ た。 

「や あ、 すごい な あ。 地平線が あんなに まるく まがつ 

てら あ」 

なにしろ 小さい ジ ヤン ガラ 星の ことで あるから、 丘 

きゅうけい 

の 上に 立つ と、 星が 球形に なって いるの がわ かるの 

だった。 りくつから 考える と あたりまえ のこと だが、 

じっさいに それ を 目で 見る と、 きみょうな ながめで 

あった。 シャボン玉の 上に のって いるよう な 気がする。 

ちけい き、^ -く 

地形 は 起伏が ぁリ、 多く は、 れいの タン ポポ みたい 

な ふしぎな 木が むらがって 樹海 をつ くって いる。 その 

間に、 ハチの 巣の ような 家が てんてんと 散らばつ てい 



ひきちぎって なげとばして いるので あろう か。 川上 は 

どきどき する 胸 をお さえて、 林の 上に とびだして くる 

ものに 目 をす えた。 

(はて、 べつに 手足の ような もの も 見えない ぞ。 星 人 

の 首ら しい もの も 見えない。 なんだか 葉っぱ や、 えだ 

や、 花が ちぎれて、 とんで いるよう だが、 殺された 星 

人のから だはち つ とも 見えない じ やない か) 

川上 は、 そう 思って、 ふしんの 首 を ひねった。 

「あれ あれ、 あのと おりだ。 かわいそうに、 ばらばら 

に ひきさかれて、 さかんにとば される。 ああ、 おそろ 

しい」 



カロ チ 教授の 大きな 目から、 涙が ぼろぼろと おちる _ 

「もしもし、 カロ チ 教授」 

「おお、 なんです か」 

「あなたに はばら ばらにな つてと ぶ 死骸が 見える ので 

すか。 ぼくに は 何も 見えませんで すよ」 

「見えない？ そんな ことがある もの か。 あれ あれ あ 

れ、 あのよう にとば されて いる」 

「あれ は 葉っぱじゃありません か。 花 もとんで います 

けれども …… 。 あれ は みんな 植物じゃありません か。 

ジ ヤン ガラ星 人の 死骸なん かてんで 見えないです」 

「き、 き、 きみ はへんな こと をい う。 植物に もちやん 



と 生命が ある。 あれが 暴行で ない と、 きみ はいう のか」 

カロ チ 教授の ようすが、 急に けわしく なった。 川上 

に は、 まだ 事情が よくの みこめない。 

「もしもし、 教授、 気 をし つかり 持って ください。 冷 

静 になって ください。 あんな こと を やって いるの が 山 

ノ井君 だとしても、 山 ノ井君 はべつ に 殺人の ような 悪 

いこと をして いるので はない。 たかが 植物 をち よん 

切って、 なげつけて いるん じゃありません か。 大した 

ことで はない」 

すると 教授 は、 顔から 目玉 を 半分ば かりとび 出させ 

て、 身 を ひいた。 はげしい おどろきに うたれ たらしい _ 



げ あげられる。 

(そうだ。 一刻も早く 千 ちゃんに 会って、 植物 を 切り 

たおす こと を やめさせなければ ならない) 

ポコ ちゃん は、 ようやく そこに 気がついた。 そこで 

教授に、 そうする こと を 話して しばらくの 時間 を 待つ 

て くれる ように 頼んだ。 しかし 教授 は、 さっき 〔# 

「さっき」 は 底本で は 「さっき 匕 と 変って、 もういい 顔 を 

しない。 にくしみに みちた 目で 川上 を にらみつける。 

そこで 川上 は、 しかたなく 教授の 前 を だまって はなれ 

た。 そして 一 足 大地 をけ ると、 土煙り、 葉 煙りの あが 

る 林の 中へ とんで いった。 



その 夜 は、 力 モシ 力 号 不時着 以来、 はじめての、 に 

ぎ やかな 宴会が ひらかれ、 星 人た ちと 二 少年と は、 陽 

気にさ わいで 楽しんだ。 

だいだんえん 

大団円 

じり さ 

「いよいよ ジ ヤン ガラ星 は 自力で 宇宙 をと ぶんだ そう 

だが、 いったい どこへ 行く つもりだろう か」 

その 夜 ふけ、 寝床に はいった P 上 少年 は、 となりに 



横にな つてい る山ノ 井に 話しかけた。 

「さあ、 どこへ 行く のか わからない らしい。 ほら、 力 

ロチ 教授が いったろう。 宇宙 さすらいの 旅に 出 るんだ 

というから、 あて はな いんだよ」 

「あてがな いと は 心細い ねえ」 と、 川上 も いつにな く 

一 RJ!I メカな レ 

「いつにな つたら、 地球へ もどる ことができ るの だろ 

う」 

「さあ、 それ も わからない。 ジ ヤン ガラ 星と して は、 

わが 太陽系に 迷い こんで 来ての こと だから、 わが 太陽 

系なん かにみ れん はない わけ だ。 だから わが 太陽系に 
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